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序

一般国道6号は，首都東京と仙台を結ぶ幹線道路であり，産業，経済

活動を支える主要な路線であります。

しかし，近年県内においてはJR牛久駅や荒川沖駅周辺の市街地化

により，慢性的な渋滞が生じています。国土交通省は，この間題を解

決するために，牛久土浦バイパスの建設を進めています。また，この

道路が首都圏中央連絡自動車道（圏央道）へのアクセス道路として機

能することにより，沿線地域の活性化にもつながります。その予定地

内には埋蔵文化財包蔵地である市ノ台屋敷遺跡をはじめ多くの遺跡が

所在しております。

財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局常総国道工

事事務所から埋蔵文化財発掘調査についての委託を受け，平成12年4

月から発掘調査を実施してまいりました。その成果の一部は，既に

「一般国道6号牛久土浦バイパス改築工事地内埋蔵文化財報告書1

稲同遺跡」として刊行しております。

本書は平成13年度から平成14年度に調査を実施した市ノ台屋敷遺跡

の調査成果を収録したものであります。本書が学術的な研究資料とし

てはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，ひいては教育・文化

の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である国土交

通省関東地方整備局常総国道工事事務所から賜りました多大なる御協

力に対し，心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各機

関及び関係各位から御指導，御協力を賜りましたことに対し，衷心よ

り感謝の意を表します。

平成15年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例

1本書は，国土交通省関東地方整備局常総国道工事事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成
いちのだいやしき

13・14年度に発掘調査を実施した，茨城県つくば市大字市野台に所在する市ノ台屋敷遺跡の発掘調査報告書

である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調査　平成13年4月1日～平成13年7月31日，平成13年9月1日～9月30日

平成14年4月1日～平成14年5月15日

整理　平成14年9月1日～平成15年1月31日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久の指揮のもと，平成13年度の調査を調査第一課第2斑長川津

法伸，主任調査員島田和宏，同近藤恒重が，平成14年度の調査を調査第一課第2班長川津法伸，主任調査

員綿引英樹，調査員小林健太郎が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理第一課長川井正一の指揮のもと，主任調査員島田和宏が担当

した。

5　発掘調査及び整理作業に際し御指導・御協力を賜った関係機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表

します。



1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ⅹ＝＋2，440m，Y＝＋27，160mの交点を基準

点（Alal）とした。なお，この原点は日本測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C・・・，西から束へ1，2，

3　‥・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，

C・・・j，西から東へ1，2，3・‥0とし，名称は，大調査区の名称を冠して，「Alal区」，「B2b2区」

のように呼称した。

2　抄録の北緯及び東経の欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付けて併記した。

3　本文・実測図・遺物観察表等で使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡MSI　　掘立柱建物跡－SB　　土坑－SK　　ピットMP

土層　　撹乱－K

4　土層と遣物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式会

社）を使用した。

5　土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

6　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は400分の1，各遺構の実測図は60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらにつ

いては個々に縮尺をスケールで表示した。

（3）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・赤彩　　　　　　　　　　　　炉・被熱痕

黒色処理 繊維土器

土器　●　　土製品　○　　石器・石製品　□　　鉄製品　△　　硬化面　一一一一一一一

7　遺物観察表の表記については，次のとおりである。

（1）遺物番号は通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

（2）計測値の単位はcm及びgである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（3）備考欄は，土器の現存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

8　「主軸」は，炉を持つ竪穴住居跡については炉を通る軸線とし，他の遺構については，長軸（長径）を主

軸とみなした。「主軸・長軸方向」は，その主軸が座標北から見て，どの方向にどれだけ振れているかを角

度で表示した。（例　N－10。－E）

9　遺構一覧表における計測値は，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。



録

ふ　 り　が　 な いちのだいやしきいせき

書　　　　 名 市　 ノ　台 屋 敷 遺 跡

副　 書　 名

巻　　　　 次

「般国道 6号牛久土浦バイパス改築工事地内埋蔵文化財調査報告書

2

シ リーズ 名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号

著　 者　 名

編　 集　機　 関

所　 在　 地

発　 行　機　 関

所　 在　 地

発　 行　 日

第198集

島田　 和宏

財団法人　 茨城県教育財団

〒310＿0911 茨城県水戸市見和 1丁目356番地の 2　 TE L O29－225－6587

財団法人　 茨城県教育財団

〒310－0911 茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の 2　 T E L O29－225－6587

2003 （平成15）年 3 月26日

ふ　 り　が　 な

所　 収 遺　跡

ふ り．が な

所　 在　 地

コ　ー　 ド

市町村番号
北 緯 東 経 標 高 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

一般国道 6 号いち　の　だい　や　しき いばらきけん
」こト　　　　　　　　　　　　　e

08220 36度 140度 18 2001040 1 7，279．01Id
市 ノ台屋敷 次城県つ くば

おおあざいち　の　だい
01分 08分 i i 牛久土浦バイ

い　　　　　　　　　せき
遺　　　　 跡

し市大字市野台

あざ　や　しき字屋敷90番地

の 5 ほか

455 15秒

指；封

08秒

間

20 m
20010731 ’

20010901
i

20010930

20020401
i

20020515

パス改築工事

に伴う事前調

査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主　 な　 遺　 物

土師器 （杯 ・椀 ・高杯 ・柑 ・

特記事項

古墳時代中期の集落商 ノ台屋敷 集落跡 古墳 竪穴住居跡　 10軒

遺　　　　 跡 土坑　　　　 1基 嚢），土

・石製品

製品 （球I犬土錘），

（砥石）

跡及び中 ・近世の掘

立柱建物跡 ・井戸跡

が検出されている。中 ・近世 掘立柱建物跡 1棟

方形竪穴遺構 1 基

井戸跡　　　　 2 基

陶磁器　 椀 ・皿 ・心 I ，

土師質土器 初、皿，焙烙），

古銭 （寛永通賓）

その他 旧石器

縄文

角錐状石器

縄文土器 （深鉢）

陶磁器 （碗 ・皿），土師質

土器 （焙烙，火舎）

不明 方形竪穴遺構　 2 基

土坑　　　　 64基

l

l

、

I

l



次

序

例言

凡例

抄録

目次

第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経緯

第2節　調査経過

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

第2節　歴史的環境

第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

第2節　基本層序

第3節　遺構と遺物

1　古墳時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

（2）土坑

2　中・近世の遺構と遺物

（1）掘立柱建物跡

（2）方形竪穴遺構

（3）井戸跡

3　その他の遺構と遺物

（1）方形竪穴遺構

（2）土坑

（3）遺構外出土遺物

第4節　まとめ

写真図版



第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

国土交通省は，JR牛久駅及び荒川沖駅周辺の市街地化に伴う交通渋滞の緩和を図るため，一般国道6号牛

久土浦バイパスの建設を進めている。

平成10年1月7日，建設省関東地方建設局（現国土交通省関東地方整備局）常総国道工事事務所長から茨城

県教育委員会教育長あてに，一般国道6号牛久土浦バイパス改築工事地内における埋蔵文化財の有無とその取

り扱いについて照会があった。これを受けて茨城県教育委員会は，平成12年6月7日に現地踏査を，平成12年

7月17・18日に試掘調査を実施し，平成12年8月10日に国土交通省関東地方整備局常総国道工事事務所長（以

下，「常総国道工事事務所長」と略す）あてに工事地内に市ノ台屋敷遺跡が所在する旨回答した。平成13年2

月27日，常総国道工事事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，一般国道6号牛久土浦バイパス建設工事

地内における埋蔵文化財（市ノ台屋敷遺跡）の取り扱いについて協議書が提出された。平成13年2月28日，茨

城県教育委員会教育長は常総国道工事事務所長あてに，市ノ台屋敷遺跡について，記録保存のための発掘調査

を実施するよう回答し，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

国土交通省関東地方整備局常総国道工事事務所と財団法人茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する
l

業務委託契約を結び，平成13年4月1日から，市ノ台屋敷遺跡の発掘調査を開始した。平成13年4月17日，茨

城県教育委員会は，新たに用地の手当てのできた部分について試掘調査を実施し，平成13年5月1日に茨城県

教育委員会教育長は，常総国道工事事務所長あてに，試掘調査の結果に基づき調査対象範囲の変更（拡張）に

ついて通知した。平成13年5月14日，常総国道工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長あてに，平成13年度

調査範囲の変更についての協議書を提出した。これを受けて平成13年5月16日，茨城県教育委員会教育長は，

常総国道工事事務所長あてに，平成13年度調査範囲の変更（4，709．04扇から5，716．63Idに拡張）について了解す

る旨回答した。平成14年3月28日，茨城県教育委員会教育長は，平成13年度の調査計画を常総国道工事事務所

長あてに通知した。

第2節　調　査　経　過

市ノ台屋敷遺跡の発掘調査期間は，平成13年4月1日から同年7月31日及び同年9月1日から同年9月30日，

平成14年4月1日から同年5月15日である。平成13年度の調査は，下大井遺跡の発掘調査も同期間内に行うこ

とになっていたため，当遺跡の発掘調査は平成13年4月1日から9月30日までの間に断続的に実施した。以下，

調査の経過について，その概略を工程表で記載する。

工　　 程
平 ．成 13　年 平　 成 14　年

4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 4 月 5 月

調　査　準　備

伐 開 ・．試 掘 －

表　土　除　去
遺　構　確　認

遺　構　調　査 ll
l
－

－1－
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

市ノ台屋敷遺跡は，茨城県つくば市大字市野台字屋敷90番地の5ほかに所在し，小野川右岸の筑波・稲敷台

地と呼ばれる台地上に立地している。

この台地は，北側を入港山地の南端に位置する筑波山を中心とする筑波山塊と接し，東側を東流して霞ケ浦

に流入する桜川と西側を商流する小月川によって挟まれた，標高20～25mほどの平坦な台地である。台地は花

室川，蓮沼川，小野川などの中小河川の開析により，浅い谷津が数多く形成されている。地質的には，貝化石

を産する海成の砂層である成田層を基盤として，その上に竜ヶ崎層と呼ばれる斜交層理の顕著な砂層・砂礫層，

さらに常総粘土層と呼ばれる泥質粘土層（0・3～5・Om），褐色の関東ローム層（0・5～2・5m）が連続して堆積し，

最上部は腐食土層となっている1）。

当遺跡は，小野川の開析によって形成された台地縁辺部に立地し，台地の標高は18～21mである。台地は主

に宅地・畑地・平地林として利用され，小野川流域の沖積低地は水田として利用されている。遺跡の現況は，

宅地・畑地・山林であった。

第2節　歴史的環境

市ノ台屋敷遺跡の所在する地域は，牛久沼周辺や小野川，稲荷川水系によって開析された台地上に位置し，

数多くの遺跡が所在している（第2図）○ここでは，主に小野川，稲荷川流域の遺跡について述べることにす

る。
しもおおい

旧石器時代の遺跡は，小野川，稲荷川を望む台地縁辺部に点在している。下大井遺跡〈2〉からは，ナイフ
いそつか

形石器，剥片が出土しており，石器製作跡の可能性が指摘されている2）。五十塚古墳群〈3〉は，小野川右岸

に位置する古墳群であり，第5号境の前方部周港内から刃器が出土している3）。また，乙戸川と小野川に挟ま
なかくき

れた台地上のヤツノ上遺跡4）〈4〉からは角錐状石器や掻器が，中久喜遺跡5）〈5〉からは，ナイフ形石器，

剥片などが出土している。

縄文時代には，小野川・稲荷川流域の台地上に集落が形成されるようになる。小野川沿いでは，下大井遺跡，
ぉぉい　　　　　　　　　ばば　　　　　ひがLやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　おぐき　　　　　あま

大井遺跡〈6〉，牛久市の馬場遺跡〈7〉，東山遺跡〈8〉などが所在する。稲荷川沿いの小茎貝塚〈9〉，天
ぼうき

宝喜C遺跡〈10〉は中期の大遺跡である6）。
たかみはらばんがい

弥生時代の遺跡は，当遺跡周辺では極めて少なく，高見原番外遺跡〈11〉，天宝喜C遺跡が確認されている

だけである。

古墳時代になると，遺跡数は増加する○当遺跡周辺の古墳時代の集落跡としては，小野川左岸に，東山遺跡，
ぎょうにんだ

馬場遺跡，行大田遺跡〈12〉などが所在する。行大田遺跡は前期7），東山遺跡は中期8），馬場遺跡は中期から

後期9）にかけての集落跡である○当遺跡の南方には，平成11・13年度に当財団により調査された下大井遺跡が

所在し，中期から後期にかけての集落跡であることが確認されている10）。また，小野川・稲荷川両河川沿い及
しもおおい

びその周辺には多くの古墳群が確認されている○当遺跡の南方には，下大井古墳群〈13〉，五十塚古墳群があ

り，五十塚古墳群は前方後円墳2基，円墳9基以上から形成されていることが確認されている11）。さらに小野
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表1周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

時　　 代

番

号

遺　 跡　 名

時　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良

°
平
安

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良

°
平
安

中

世

近

世

1 市ノ台屋敷遺跡 ○ ○ ○ ○ 36 北 中　島 遺 跡 ○ ○

2 下 大 井 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37 北中島明神下遺跡 ○

3 五 十塚古墳 群 ○ 38 中 山鹿 島遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ヤツ ノ上遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 39 菅　 間　 道　 輝 ○ ○ ○ ○

5 中 久 喜 遺 跡 ○ ○ ○ 40 郷 中塚 古墳群 ○

6 大　 井　 遺．跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 41 稲 荷 山古墳群 ○ ○ ○

7 馬　 場　 遺　 跡 ○ ○ ○ 42 孝 学 院 遺 跡 0 ． ○

8 東　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ 43 高見原 A 遺跡 ○ ○

9 小　 茎　 貝　 塚 ○ ○ ○ ○ ○ 44 小 茎 北 遺 跡 ○ ○ ○ ○

10 天宝喜 C 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 45 天 宝 喜 貝 塚 ○ ○ ○

11 高見原番外遺跡 ○ ○ ○ 46 高見 原 B 遺跡 ○ ○

12 行 大 田 遺 跡 ○ ○ ○ 47 小 茎 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

13 下 大井古墳 群 ○ 48 天宝喜 西遺跡 ○

14 下横 場古墳 群 ○ 49 大 久 保 遺 跡 ○

15 赤塚駒形古墳群 ○ 50 柵 谷 原 遺 跡 ○ ○

16 梶 内向 山遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 51 坂　 本　 遺　 跡 ○

17 樋の沢久保遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 52 山 際 A 遺 跡 ○

18 稲　 同　 遺　 跡 ○ ○ ○ 53 道　山 古 墳 群 ○

19 高　 崎　 城　 跡 ○ ○ ○ ・○ 54 守 子 橋 遺 跡 ○

20 館 野久保 遺跡 ○ ○ 55 宮　 坂　 古　 墳 ○

21 赤塚 八木 遺跡 ○ 56 道　山 下 遺 跡 ○

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

赤塚 末 山遺跡

赤塚 駒形 遺跡

赤塚 前 口遺跡

梶　 内　 遺　 跡

赤塚 原前 遺跡

榎戸 大境 遺跡

南 中妻 門遺跡

南中妻新田後遺跡

新 牧 田 遺 跡

下 埠 場 遺 跡

下横場西谷津遺跡

稲 岡八方塚 群

下横場山王前遺跡

市ノ台菓ノ木台遺跡

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

〇

〇

〇

〇

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

山　際　B　遺 跡

稲 荷 下 遺 跡

古 屋 敷 遺 跡

塚原 山古墳群

中　 宿　 遺　 跡

根　 柄　 遺　 跡

小 屋 前 遺 跡

ヤツ ノ上古墳

中 下 根 遺 跡

愛 宕 脇 古 墳

梨　ノ　木 遺 跡

宮　ノ　台 遺 跡

琴　 塚　 古　 墳

水 落 下 遺 跡

○

〇

〇

〇

〇

○

○

〇

〇

〇

〇 ・

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○
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しもよこば　　　　　　　あかつかこまがた

川の上流域には，下横場古墳群〈14〉，赤塚駒形古墳群〈15〉があり，平成12・13年度に当財団の調査により，
かじうちむこうやま

二重の堀を持つ居館が確認された梶内向山遺跡〈16〉　との関連が想起される。

奈良・平安時代の遺跡は，近年の発掘調査の増加にもかかわらず，古墳時代に比べると少なく，小野川流域

では，下大井遺跡，大井遺跡，梶内向山遺跡，ヤツノ上遺跡，中久喜遺跡などが確認されているだけである。

中世以降で確認されている遺跡の大部分は，城館跡または縄文時代から中・近世にかけての複合遺跡であり，

それらは小野川や稲荷川沿いの台地の縁辺部に位置している。下大井遺跡からは，中世の塚と土墳墓が1基ず
ひ　さわくほ　　　　　　いなおか

つ検出され，陶器・土師質土器・古銭などが出土している12）。樋の沢久保遺跡〈17〉・稲同遺跡〈18〉は平成

12年度に当財団により発掘調査された結果，樋の沢久保遺跡は近世を中心とした屋敷跡と考えられており13），

稲同遺跡は中世末期から近世初期にかけての墓域であることが確認されている14）。

※　文中の　〈　〉　内の番号は，第2図及び表1の該当遺跡番号と同じである。

註

1）　日本の地質『関東地方』編集委員会『日本の地質3　関東地方』　共立出版1986年10月

2）　川津法伸「一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設工事地内埋蔵文化財調査報告書1　下大井遺跡」『茨城

県教育財団文化財調査報告』第171集　茨城県教育財団　2001年3月

3）　茎崎町史編さん委員会『茎崎町史』　茎崎町1994年3月

4）　小高五十二「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（I）　ヤツノ上遺跡」『茨城県教育財

団文化財調査報告』第81集　茨城県教育財団1993年3月

5）　荒井保雄「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅱ）　中久喜遺跡」『茨城県教育財団文

化財調査報告』第86集　茨城県教育財団1993年9月

6）　註3）に同じ

7）　白田正子「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅳ）　馬場遺跡　行大田遺跡」『茨城県

教育財団文化財調査報告』第106集　茨城県教育財団1996年3月

8）　松浦　敏「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅲ）　東山遺跡」『茨城県教育財団文化

財調査報告』第101集　茨城県教育財団1995年9月

9）　註7）に同じ

10）　註2）に同じ

11）　註3）に同じ

12）　註2）に同じ

13）　茂木悦男「樋の沢久保遺跡」『茨城県教育財団埋蔵文化財調査報告』第186集　茨城県教育財団　2002年3月

14）　茂木悦男「稲同遺跡」『茨城県教育財団埋蔵文化財調査報告』第187集　茨城県教育財団　2002年3月

参考文献

・茨城県教育庁文化課『茨城県遺跡地図（地名表編）』茨城県教育委員会　平成13年3月

・茨城県教育庁文化課『茨城県遺跡地図（地図編）』茨城県教育委員会　平成13年3月
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

市ノ台屋敷遺跡は，小野川右岸の標高18～20mの台地上に位置している。平成13・14年度の調査面積は

7，279．01Idで，古墳時代の竪穴住居跡10軋　土坑1基，中・近世の掘立柱建物跡1棟，方形竪穴遺構1基，井

戸跡2基，時期不明の方形竪穴遺構2基，土坑64基が検出された。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に26箱出土している。出土した遺物の大部分は，竪穴住居跡か

ら出土した土師器（杯・椀・嚢・甑）である。また，井戸跡からは陶磁器（碗・皿・徳利），土師質土器（小

皿・＿焙烙）が出土している。その他の遺物として，角錐状石器，縄文土器片，砥石，陶磁器，古銭などが出土

している。

第2節　基本層序

調査区内（C2a5区）にテストピットを設定し，深さ約2．5mまで掘り下げて，土層の堆積状況を確認した

（第3図）。

第1層は，暗褐色の表土層で，粘性は弱く，しまりは弱

い。層厚は30～43cmである。

第2層は，褐色のローム層で，粘性は弱く，しまりは強

い。層厚は25～45cmである。

第3層は，褐色のローム層で，粘性は普通で，しまりは

強い。層厚は26～42cmである。

第4層は，褐色のローム層で，粘性・しまりとも強い。

層厚は10～18cmである。

第5層は，明褐色のローム層で，粘性・しまりとも強く，

光沢がある。層厚は27－42cmである。

第6層は，褐色のローム層で，粘性・しまりとも強く，

赦密である。層厚は23～34cmである。

第7層は，褐色のローム層で，粘性・しまりとも強く，

非常に赦密である。層厚は22～40cmである。 第3図　基本土層図

第8層は，褐色の粘土層への漸移層で，粘性・しまりとも極めて強く，鉄分を微量含んでいる。層厚は6～

20cmである。

第9層は，にぷい黄褐色の粘土層で，粘性・しまりとも極めて強い。

遺構は，第2層上面で確認され，第2層から第3層にかけて掘り込まれている。
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第3節　遺構　と　遺物

1　古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構としては，竪穴住居跡10軒，土坑1基が検出された。以下，検出された遺構と遺物について

記載する。

（1）　竪穴住居跡

第1号住居跡（第4－6図）

位置　調査区東部のB4a2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

確認状況　東部が調査区城外に位置する。

規模と形状　長軸4．37m，短軸3．50mほどの長方形で，主軸方向はN－360－Wである。壁高は23cmほどで，ほ

ぼ直立している。

床　地山のロームを平坦に掘り込み床面としている。確認できた範囲内では，西コーナー部を除いて踏み固め

られている。また，断面U字形の壁溝が壁下を巡っている。なお，壁際からは焼土塊が検出されている。

焼土塊土層解説

1赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　6　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

炉　3か所。炉1・2は住居のほぼ中央部に付設されている。炉1は長径60cm，短径45cmの不整楕円形で，長

径方向は住居の主軸とほぼ直交している。炉2は長径65cm，短径50cmの不整楕円形で，長径方向は住居の主軸

と近似している。炉3は北西壁寄りに付設されている。長径70cm，短径55cmの楕円形で，長径方向は住居の主

軸とほぼ一致している。いずれの炉も地床炉であり，炉床面は床面とほぼ同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化

し，凹凸が著しい。また，いずれの炉床面とも，床として使用された痕跡は確認されていない。

炉土層解説（炉1～3共通）

1　極暗褐色　焼土ブロック中量

2　赤褐色　ロームの赤変硬化層

3　明赤褐色　ロームの赤変硬化層

4　褐　　色　被熱したロームの硬化層

5　暗褐色　焼土粒子少量
6　暗赤褐色　焼土ブロック少量

ピット　3か所。Pl～P3は深さ60～70cmで，規模と配置から主柱穴である。東コーナー部に想定される主

柱穴は，調査区城外に位置していると考えられる。

覆土10層に分層される。ブロック状の堆積状況を示しており，人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子中量
5　黒褐色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

7　黒褐色　ロームブロック少量

8　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

9　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

10　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1102点（杯・椀類321，嚢・甑類781），鉄器1点（鋤先）が出土している。土器の底

部もしくは口緑部の破片から推定される個体数は，杯・椀類9点，高杯2点，棄・甑類8点である。これらは，

北コーナー部付近の床面直上から破砕された状況でまとまって出土しており，本跡の廃絶後，間もない時期に

投棄されたと考えられる。

所見　覆土中や床面からは炭化材が検出されていないが，壁際から焼土塊が検出されている状況は，本住居が

焼失した可能性を示している。また本住居には，複数の炉が付設されている。その検出状況から，廃絶時には
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いずれの炉も使用されていたと推測される。これと同様の状況は，後出の第2号住居跡においても見られる。

本跡は，，出土土器から中期（5世紀後菓）には廃絶されていたと考えられる。
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第4図　第1号住居跡・出土遣物実測図
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第5図　第1号住居跡出土遺物実測図（1）

第1号住居跡出土遺物観察表（第4～6図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手法 の特徴 出土位置 備考

1 土 師 器 杯 12．8 5．2 雲 母・長石 ・石英 にぷ い黄 橙 普通 休部 外面へ ラ削 り，内面ナデ 北コーナー中層 70％　 P L lO

2 土 師 器 坤こ 14．0 5．5 － 雲母 ・長石・石英 明赤 褐 普通 体部 外面へラ削 り後ナデ，内面ナデ 北東壁寄 り床面 95％　 P L lO

3 土 師 器 杯 ［14．8］ 5．9 － 雲母 ・長石 赤褐 普通 口緑部 ，体 部内 ・外面 へラ磨き 北西壁際下層 60％　 P L lO

4 土 師 器 杯 13．8 6．1 － 雲母 ・長石・石英 にぷい橙 普通 休部外 面へラ削 り南 面ナデ 北西壁寄 り下層 90％　 P L lO

5 土 師 器 椀　 ′ ［15．4］ （7．9） 雲母 ・長 石・石英 橙 普通 口緑部外 面へラ削 り，指 頭痕
休部 内面へラナデ

北東壁寄り床面 20％

6 土 師 器 鉢 18．8 （10．9） 雲母 ・長 石 にぷい橙 普通
口緑部外 面へラ削 り，指 頭痕 ・輪積 痕

体部外 面へラ削 り，内面ナデ
北西壁寄り床面 20％

7 土 師 器 高杯 13．6 ほ 7） 雲母 ・長 石 橙 普通 杯部 瀾】部磨 耗のため調整不 明 北コーナー下層 60％
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第6図　第1号住居跡出土遺物実測図（2）
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番号 種　 別 券　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

8 土 師 器 高杯 － （4．6） 8．6 雲母・長石・石英 橙 普通 脚部外面ナデ 北コーナー床面 40％

9 土 師 器 斐 16．8 （17．7） － 長石・石英 橙 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 北西壁寄り下層 60％

10 土 師 器 棄 23．0 35．4 ［8．5］雲母・長石・石英 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り後ナデ，内面へラナデ 南コーナー床面 ’95％　 PL lO

11 土 師 器 襲 19．6 （30．0） － 長石・石英 橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 北東壁寄り床面 60％　 二次焼成

12 土 師 器 甑 19．6 2 1．9 9．6 雲母・長石 橙 普通 体部外面へラ削り後へラ磨 き，内面輪積み痕　 －中央部下層 70％　 PL lO

13 土 師 器 甑． 22．6 24．7 9．6　‾雲母・長石・石英 橙 普通 体部外面へラ削り，内面剥離調整不明 南西壁際床面 95％　 PL lO

番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　 徴 ．出土位置 備考

14 鋤　　 先 （6．0） （10．2） 0．2 （65．3） 鉄 刃先 「Ⅴ」字状　 着柄部両端折 り曲げ 北コーナー床面 PL14

第2号住居跡（第7・8図）

位置　調査区東部のB3C6区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第1号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．30m，短軸4．10mの長方形で，主軸方向はN－430－Wである。壁高は25cmほどで，ほぼ直

立している。

床　地山のロームを平坦に掘り込み床面としており，中央部が踏み固められている。また，断面U字形の壁溝

が，北西壁及び南東壁の一部を除いて壁下を巡っている。

炉　2か所。炉1は，北西壁寄りに付設されている。長径95cm，短径85cmの不整楕円形で，長径方向は住居の

主軸と斜交している。炉2は，住居のほぼ中央部に付設されている。長径80cm，短径70cmの不整楕円形で，長

径方向は住居の主軸とほぼ直交している。炉1・2ともに地床炉であり，その炉床面は床面とほぼ同じ高さで，

火熱を受けて赤変硬化し，凹凸が著しい。また，いずれの炉床面とも，床として使用された痕跡は確認されて

いない。

炉土層解説（炉1・2共通）
1　赤褐色　ロームの赤変硬化層 2　褐　色　被熱したロームの硬化層

ピット　検出されなかった。

貯蔵穴　長径80cm，短径60cmの楕円形で，深さは20cmほどで，北コーナー部に位置している。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層に分層される。全体的に周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　褐　色　ロームブロック中量

5　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片666点（杯・椀類199，嚢・甑類467），石器3（砥石3）が出土している。土器の底部

もしくは口緑部の破片から推定される個体数は，杯・椀類7点，嚢・甑類5点である。図示したものの中で，

破片で出土しているものは，床面近くから出土しており，19～23が該当する。また，ほぼ完形で出土している

15・16は，壁際の覆土土層図の第5層中から斜位の状態で出土している。これらは本跡の廃絶後，間もない時

期に廃棄されたと考えられる。

所見　本住居には複数の炉が付設されており，その検出状況から廃絶時には，いずれの炉も使用されていたと

推測される。これと同様の状況は，前出の第1号住居跡においても見られる。時期は，出土土器から中期（5

世紀後菓）と考えられる。
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第7図　第2号住居跡実測図

第2号住居跡出土遺物観察表（第8図）
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番号種　別器　種口径器高底径胎　土色調焼成′　　　手法の特徴出土位置備考

15土師器珂こ10．74．76．4雲母・長石・石英にぷい黄橙普通体部外面ナデ，内面へラナデ　底部多方向のヘラ削り
北西壁際中層100％　PLll

16土師器杯14．05．3－雲母・長石・石英明赤褐
普通体部外面へラ削り後ナデ，内面へラ磨き北西壁際中層95％　PLll

17土師器椀12．85．8－雲母・長石・石英橙普通
休部外面へラ削り後ナデ，内面へラ磨き北東壁際床面95％　PLll

18土師器珂こ13．86．2雲母・長石・石英橙普通体都外面へラ削り後ナデ，内面へラ削り南東壁際床面直上90％　PLll

19土師器珂こ13．96．1－雲母・長石にぷい赤褐普通
体部外面磨耗のため調整不明，内面ナデ中央部床面

70％　砥石転

用痕　PLll

20土師器椀13．48．0－雲母・長石・石英橙普通
体部外面へラ削り，内面へラ磨き中央部床面80％　PLll

21土師器変15．827．08．0雲母・長石・石英にぷい赤褐普通
体部外面へラ削り後ナデ，内面へラナデ南東壁寄り床面70％　PLlO

22土師器襲18．0（21．9）雲母・長石・石英にぷい黄橙普通体部外面へラナデ，内面ナデ
中央部床面40％

23土師器整－（14．1）7．0雲母・長石にぷい黄橙
普通体部内・外面へラナデ　体部内面輪積痕北西壁際床面20％

－13　一
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番号 種　 別 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備考

24 砥　　 石 （5．7） 5．0 1．7 （80．0） 凝灰岩 砥面4面　 孔径0．5cm 南コーナー床面 PL 14

25 砥　　 石 （9．1） 5．0 4．2 （18 4．6） 凝灰岩 砥面4面 西部床面

26 砥　　 石 6．0 （5．1） 4．2 （14 0．6） 凝灰岩 砥面2面 東部確認面

第3号住居跡（第9・10図）

位置　調査区東部のB3d9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．60m，短軸4．60mの長方形で，主軸方向はN－530－Wである。壁高は55～60cmほどで，ほ

ぼ直立している。

床　地山のロームを平坦に掘り込み床面としており，P5から炉の周辺にかけての中央部が踏み固められてい

る。P5の周辺には，高さ5cmほどの馬蹄形状の高まりがみられる。また，断面U字形の壁溝が，西コーナー

部を除いて壁下を巡っている。壁際からは，焼土塊が検出されている。

焼土塊土層解説

1　黒褐色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量

2　赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ロームブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

炉　PlとP4を結ぶ線よりも，北西壁寄りに付設されている。長径90cm，短径50cmの不整楕円形で，長径方

向は住居の主軸と一致している。床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉床面は火熱を受けて赤変硬化し，

凹凸が著しい。

炉土層解説

1　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量　　　　3　赤褐色　ロームの赤変硬化層

2　黒褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　4　褐　　色　被熟したロームの硬化層

ピット　5か所。Pl～P4は，深さ75～80cmで，規模と配置から主柱穴である。P5は南東壁寄りの中央に位

置しており，出入り口施設に伴うピットである。

貯蔵穴　長軸95cm，短軸60cmの隅丸長方形で，深さは25cmほどで，東コーナー部に位置している。底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　褐　　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量　　　　4　褐　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

微量

覆土10層に分層される。全体的に周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ロームブロック少量

2　極暗褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　8　黒褐色　ロームブロック微量

4　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　9　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　10　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片148点（杯・椀類35，嚢・甑類113），石器1（紡錘車）が，南東壁寄りの覆土下層を

中心として出土している。遺物の量としては，比較的少量である。27・28はともに，床面から正位の状態で出

土している。

所見　壁際から焼土塊が検出されている状況は，本住居が焼失した可能性を示している。しかし検出された焼

土塊の下の土層中及び貯蔵穴の覆土下層には，焼土粒子や炭化粒子が微量しか含まれておらず，本住居が廃絶
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時に焼失したとは言い難い。また本跡は，出入り口施設の一部と考えられる，馬蹄形状の高まりを持つ住居跡

である。これと同様の形状は，後出の第8号住居跡においても見られる。時期は，出土土器から中期（5世紀

後葉）と考えられる。

3　　　　　3

第9図　第3号住居跡実測図

一16

土20．2m

セキ
3　　2　　1

F

1　　2

「率孝「
3　　4

0　　　　　　　　　　　　　2m

l・lll　　十一1　…」



第10図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表（第10図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手法 の特徴 出土位 置 備 考

27 土 師 器 椀 ［13．8 ］ 6．0 － 雲 母・長石 赤褐 普 通 体部外 面へラ削り後ナデ，内面 ナデ 南 東壁 際床面 80 ％

28 土 師 器 椀 15．0 8 ．2 － 雲 母・長石 ・石英 にぷ い橙 普 通 休 部外面 へラ削り，内面へ ラナデ 南東壁寄 り床面 10 0％　 P L ll

番 号 器　 種 最 大径 厚 さ 孔 径 重量 材　 質 特　　　 徴 出土位 置 備 考

29 紡 錘 車 3．8 1．6 0．7 29．8 滑　 石 側 面に放 射状の 線刻　 上 ・下面 に微 細 な線刻 P 2 覆土 中 P L 14

第4号住居跡（第11・12図）

位置　調査区中央部のB2dO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第10号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．40m，短軸5．00mの方形で，主軸方向はN－200－Wである。壁高は40cmほどで，ほぼ直立

している。

床　地山のロームを平坦に掘り込み床面としており，壁際を除いてよく踏み固められている。また，断面U字

形の壁溝が，北西コーナー部を除いて壁下を巡っている。

炉　中央部の北壁寄りに付設されている。長径60cm，短径45cmの楕円形で，長径方向は住居の主軸とほぼ一致

している。床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉床面は火熱を受けて赤変硬化し，凹凸が著しい。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック中量 2　赤褐色　ロームの赤変硬化層

ピット　4か所。Pl～P3は，深さは31～59cmと均一ではないが，配置から主柱穴である。北西部に想定さ

れる主柱穴は，撹乱のため残存していない。P4は北西コーナー部に位置している。補助柱穴の可能性が考え

られるが，他の主柱穴には補助柱穴が検出されていないため，性格は不明である。

覆土12層に分層される。ブロック状に堆積している土層が見られることや，場所により堆積の順序が逆転し

ている土層が見られるため，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色、ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック少量

5　黒褐色　ロームブロック微量

6　暗褐色　ロームブロック中量

7　褐　　色　ロームブロック中量
8　暗褐色　ローム粒子少量

9　暗褐色　ロームブロック中量（第6層より彩度が高い）

10　暗褐色　ロームブロック少量

11暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

12　褐　　色　ロームブロック中量（第7層より彩度が高い）

一17　一



遺物出土状況　土師器片108点（杯・椀類21，高杯21，柑1，嚢類64，手捏土器1），土製品9点（球状土錘9）

が，主にコーナー部の覆土下層及び床面から出土している。遺物の量としては，比較的少量である。32は杯部

が南壁際の床面から，脚部が北東部の床面直上から出土している。33は杯部が北西コーナー部の覆土下層から，

脚部が南東部の床面から出土している。34は南壁際の床面から正位の状態で出土している。36～43は北西コー

ナー部の床面から，ほぼ等間隔に並んだ状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期（5世紀後菓）と考えられる。
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第12図　第4号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表（第12図）
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番 号 種　 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

3 0 土　 師 器 椀 10 ．4 （3 ．6 ） 雲 母 ・長 石 灰 黄 褐 普 通 体 部 内 ・外 面 ナ デ 南 東 部 中 層 5 0 ％

3 1 土 師 器 椀 12 ．2 6 ．6 3 ．8 雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 黄 橙 普 通
体 部 外 面 へ ラ 削 り後 丁 寧 な ナ デ ，内 面 剥 離
底 部 へ ラ 削 り 南 壁 際 床 面 1 0 0 ％　 P L l l

3 2 土 師 器 高 杯 16 ．7 1 6 ．0 1 5 ．0 雲 母 ・長 石 ・石 英 橙 普 通
杯 都 内 ・外 面 へ ラ 磨 き　 脚 部 外 面 へ ラ 削 り 後
ナ デ ，内 面 ナ デ

北 東 部 ・南 東 部
床 面 9 5 ％　 P L 1 2

3 3 土 師 器 高 杯 1 6 ．6 （1 2 ．0 ） 雲 母 ・長 石 ・石 英 明 赤 褐 普 通
杯 部 内 ・外 面 へ ラ 磨 き　 脚 部 外 面 へ ラ 削 り 後

ナ デ ，内 面 ナ デ

北 西 コ ー ナ ー 下
層 ・南 東 部 床 面 7 0 ％

3 4 土 師 器 柑 9 ．3 1 4 ．0 3 ．6 雲 母 ・長 石 ・石 英 橙 普 通
体 部 外 面 へ ラ 削 り 後 丁 寧 な ナ デ
底 部 へ ラ 削 り 南 壁 際 床 面 10 0 ％　 P L 1 2

3 5 土　 師 器 手 捏 土 器 （2 ．8 ） 2 ．2 長 石 ・石 英 暗 灰 黄 普 通 体 都 外 面 へ ラ 削 り 北 壁 際 下 層 8 0 ％

番 号 器　 種 最 大 径 厚 さ 孔 径 重 量 材　 質 特　　　 徴 出 土 位 置 備 考

3 6 球 状 土 錘 3 ．1 3 ．0 0 ．6 2 2 ．0 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 北 西 角 下 層

3 7 球 状 土 錘 3 ．2 3 ．1 0 ．5 2 5 ．0 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 北 西 角 床 面 直 上

3 8 球 状 土 錘 3 ．2 3 ．2 0 ．7 2 8 ．2 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 北 西 角 床 面 直 上

3 9 球 状 土 錘 3 ．1 3 ．2 0 ．7 2 8 ．7 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 北 西 角 床 面

4 0 球 状 土 鍾 3 ．1 3 ．4 0 ．7 3 0 ．8 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 北 西 角 床 面

4 1 球 状 土 錘 2 ．9 2 ．8 0 ．7 2 2 ．8 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 北 西 部 床 面

4 2 球 状 土 錘 3 ．2 3 」． 0 ．7 2 4 ．8 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 北 西 部 床 面

4 3 球 状 土 錘 3 ．4 3 ．2 0 ．7 3 4 ．2 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 北 西 部 床 面

4 4 球 状 土 錘 3 ．1 2 ．9 0 ．7 2 7 ．1 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 北 東 部 床 面

4 5 球 状 土 錘 3 ．4 2 ．9 0 ．7 2 9 ．9 土　 製 ナ デ ， 片 面 穿 孔 確 認 面
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第5号住居跡（第13－16図）

位置　調査区中央部のB2f7区に位置し，台地の平坦部に立地している○

規模と形状　長軸6．20m，短軸5．10mの長方形で，主軸方向はN－350－Wである。壁高は20～35cmほどで，外

傾して立ち上がっている。

床　地山のロームを平坦に掘り込み，床面としており，中央部が踏み固められている。壁下には，断面U字形

の壁溝が全周している。また，間仕切り溝と考えられる溝5条（北東壁から2条，南西壁から2条，南東壁か

ら1条）が，中央部に向かって延びている。壁際の床面からは，焼土塊と炭化材が検出されている。

焼土塊土層解説

1赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　褐　　色　ロームブロック中量

5　明赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量

6　黒褐色　焼土ブロック・ローム粒子中量

7　暗褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒子

微量

8　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

9　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

10　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

11暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

12　明赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

13　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

14　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

15　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
16　明赤褐色　焼土粒子多量・ローム粒子・炭化粒子中量

17　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

18　暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子中量

炉　4か所。炉1～4はいずれも地床炉で，中央部の北西壁寄りに付設されている。炉1は，長径80cm，短径

40cmの楕円形で，長径方向は住居の主軸と斜交している。炉2は，長径60cm，短径35cmの不整楕円形で，長径

方向は住居の主軸と近似している。炉3は，長径85cm，短径45cmの楕円形で，長径方向は住居の主軸と一致し

ている。炉4は，長軸50cm，短軸45cmの不整形で，長軸方向は住居の主軸と直交している。炉3の炉床面は，

床面とほぼ同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化し，凹凸が著しい。また，炉1・2・4の炉床面は，踏み固め

られて鈍い光沢があり，床面として使用された痕跡が認められる。その状況から，廃絶時には炉3が使用され

ていたと推測される。

炉土層解説（炉1～4共通）

1極暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

2　褐　　　色　ロームブロック・焼土ブロック中量

3　にぷい赤褐色　ロームの赤変硬化層

ピット　6か所。Pl～P4は，深さ30～40cmで，

おり，出入り口施設に伴うピットである。P6は，

と考えられる。

貯蔵穴　径60cmほどの円形で，深さは60cmほどで，

て立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量

4　赤　褐　色　ロームの赤変硬化層
5　明　褐　色　被熱したロームの硬化層

規模と配置から主柱穴である。P5は南東壁寄りに位置して

間仕切り溝の端部に位置しているため，それに伴うピット

南コーナー部に位置している。底面は平坦で，壁は外傾し

5　黒褐色　炭化物中量，ローム粒子少量
6　赤褐色　焼土粒子多量
7　黒褐色　炭化物・焼土粒子少量

覆土12層に分層される。ブロック状に堆積している土層が見られることや，場所により堆積の順序が逆転し

ている土層が見られるため，人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

6　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

7　暗褐色
8　黒褐色
9　黒褐色
10　暗褐色
11暗褐色
12　黒褐色

－　20　－

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量



遺物出土状況　土師器片716点（杯・椀類106，嚢・甑類610），土製品3（球状土錘3），石器1（砥石1）が，

壁際の床面及び覆土中層を中心に出土している。土器の底部もしくは口縁部の破片から推定される個体数は，

杯・椀類8点，嚢・甑類8点である。床面から出土しているものは46・51・53で，46・51は逆位で，53は横位

で出土している。51は底部及び体部外面に被熱痕が認められ，内面には炭化物が付着していることから，煮炊

きに使用されたと推測される。

所見　本跡は，当遺跡内において唯一，間仕切り溝を有する住居跡である。また，本住居は焼失住居と考えら

れ，土器の出土状況を焼土塊の土層断面に対応させると，床面から出土している土器は焼失前に遺棄され，壁

際の覆土中から出土している土器は本住居が焼失した後の埋め戻される段階で投棄されたものと推測される。

遺棄された土器と投棄された土器に大きな時期差はみられず，本跡の時期は中期（5世紀後葉）と考えられる。

第13図　第5号住居跡実測図
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第14図　第5号住居跡・出土遺物実測図
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第15図　第5号住居跡出土遺物実測図（1）
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⊂
第16図　第5号住居跡出土遺物実測図（2）

第5号住居跡出土遺物観察表（第14～16図）

Q

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　　，　　　　I

番号種　別器　種口径器高底径 胎　土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

46 土師器 椀 12．8 7．1 4．0雲母・長石・石英にぷい橙普通
体部外面ナデ，内面剥離調整不明

底部へラ削り
南角部床面

95％　PLll

内面煤付着

47 土師器 杯 14．4 6．2 3．8長石・石英 赤 普通
休部外面へラ削り後丁寧なナデ，内面ナデ

底部へラ削り

北東壁際・南角

床面直上
90％　PLll

48 土師器 杯 14．0 5．8 4．0長石・石英 赤褐 普通体部外面へラ削り，内面ナデ　底部へラ削り南角床面直上95％　PL12

49 土師器 杯 14．8 5．6 5．4長石・石英 明赤褐 普通体都外面へラ削り．内面ナデ　底部へラ削り南角・西部下層90％　PL12

50 土師器 椀 16．6 6．2 4．0雲母・長石 橙 普通休部外面へラ削り，内面ナデ　底部へラ削り北西壁寄り中下層80％

51 土師器 嚢 14．6 26．6 5．6長石・石英 にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面剥離調整不明 西角寄り床面
95％　内面炭化

物付着　PL12

52 土師器 嚢 15．6 25．8 6．0長石・石英 橙 普通体部外面へラ削り後ナデ，内面へラナデ 南東壁際下層90％　PL12

53 土師器 要 18．4 （26．0）
－

雲母・長石・石英橙 普通体部外面へラ削り，内面輪積痕 北西壁際床面85％　PL13

54 土師器 整 16．6 （21．5） 長石・石英 橙 普通体部外面へラ削り，内面へラナデ 北西壁際床面70％

55 土師器 襲 －（24．8）9．8雲母・長石 にぷい黄橙普通体部外面へラ削り，内面剥離調整不明 両角下層 40％

56 土師器手捏土器 （3．8）4．8雲母・長石 にぷい黄橙普通体部外面ナデ 東部覆土中 20％
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番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備考

57 砥　　 石 （15．2） 8．3 5．1 （1180） 凝灰岩 砥石 3 両 南東壁寄り下層 P L14

番号 券　 種 最大径 厚 さ 孔径 重 量 材　 質 特　　　 徴 出土 位置 備考

58 球 状土錘 3．3 3．0 0．6 25．9 土　 製 ナデ ，片面穿 孔 東 角下層

59 球 状土錘 （2．8） （2．0 ） ［0．6 ］ （8．4 ） 土　 製 ナデ ，片面穿 孔 1／4残 存 南 部中層

6 0 球 状土錘 （2．7） （2．9） ［0．5 ］ （11．0 ） 土　 製 ナデ ，片面穿 孔 1／2残 存 中央 部床面

第6号住居跡（第17図）

位置　調査区東部のB3bO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸2．60m，短軸2．40mの方形で，主軸方向はN－190－Wである。壁高は24cmほどで，外傾して立

ち上がっている。

床　地山のロームを平坦に掘り込み床面としている。壁際を除いてよく踏み固められている。また，壁溝は検出

されていない。

炉　中央部の北壁寄りに付設された地床炉である。長径60cm，短径45cmの楕円形で，長径方向は住居の主軸と斜

交している。炉床面は，床面とほぼ同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化し，凹凸が著しい。

炉土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　3　赤褐色　ロームの赤変硬化層

2　暗赤褐色　焼土粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　被熱したロームの硬化層

ピット1か所。Plは径50cmほどの円形，深さ25cmほどで，南西コーナー部に位置している。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。位置及び形状から，貯蔵穴の可能性がある。

ピット土屑解説

1　黒褐色　ロームブロック少量

若　、二二二

第17図　第6号住居跡実測図

2　褐　色　炭化粒子微量
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第18図　第6号住居跡出土遺物実測図

覆土　7層に分層される。ロームブロックが各

層に不規則に含まれており，人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック微量

3　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック微量

5　黒褐色　ロームブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子少量

7　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片211点（杯・椀類76，襲・甑類134，手捏土器1）が出土している。細片は全域から出

土しているが，比較的大形の破片は東部の覆土下層及び床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期（5世紀後菓）と考えられる。

第6号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備 考

61 土 師 器 甑 － （6．1） 3．6 雲 母・長石 橙 普通 体部外 面へラ削 り，内面剥離 調整 不明 東壁 寄 り下層 30％

第7号住居跡（第19・20図）

位置　調査区東部のB3g7区に位置し，台地の平坦部に立地している。

確認状況　東部の大部分が撹乱を受けている。

規模と形状　長軸7．80m，短軸7．40mの方形で，主軸方向はN－140－Wである。壁高は12cmほどで，ほぼ直立

している。

床　地山のロームを平坦に掘り込み床面としている。特に踏み固められたところはみられない。また，断面U

字形の壁溝が，北壁及び西壁の一部の壁下を巡っている。なお，北壁際及び中央部の床面からは焼土塊が，南

壁際の床面からは白色粘土の塊が検出されている。

炉　中央部の北壁寄りに付設された地床炉である。長径70cm，短径55cmの不整楕円形で，長径方向は住居の主

軸とほぼ同一である。炉床面は，床面とほぼ同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化し，凹凸が著しい。

炉土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量

5　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量

6　暗　赤　褐　色　ロームの赤変硬化層

7　にぷい赤褐色　ロームの赤変硬化層

ピット　検出されなかった。

覆土　7層に分層される。覆土の厚さが最大で12cmほどと薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　灰褐色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ロームブロック中量

4　褐　　色　ローム粒子多量

5　暗褐色　ロームブロック少量・焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子中量

7　灰褐色　ローム粒子中量

遣物出土状況　土師器片667点（杯・椀類249，嚢・甑類418）が出土している。土器の底部もしくは口縁部の

破片から推定される個体数は，杯・椀類13点，高杯1点，嚢・甑類7点である。その土器片の大部分は，北西

コーナー部及び南西コーナー部の床面近くから，投棄された状況で出土している。これらはその出土状況から

本住居の廃絶後，間もない時期に投棄されたと考えられる。
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所見　覆土中や床面からは炭化材が検出されていないが，壁際や中央部の床面から焼土塊が検出されている状

況は，本住居が焼失した可能性を示している。時期は，出土土器から中期（5世紀後菓）と考えられる。
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第19図　第7号住居跡実測図
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第20図　第7号住居跡出土遣物実測図



第7号住居跡出土遺物観察表（第20図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法 の特徴 出 土位置 備 考

62 土 師 器 杯 ［15．4］ 5．0 － 雲母 ・長石 ・石 英 橙 普通 体部外 面へラ削 り，内面ナデ 南西角床面直上 20％

6 3 土 師 器 杯 13．6 5．2 － 長石 明赤 褐 普通 体部外 面へラ削 り後丁寧 なナデ，内面へラ磨 き 南 西角下 層 85％　 P L 12

64 土 師 器 椀 11．0 5．7 － 長石 橙 普通 体部外 面へラ削 り，内面剥離 調整 不明 南 西角下 層 40％　 砥石転用痕

6 5 土 師 器 椀 12．4 6．2 － 長石 ・石 英 灰褐 普通 体部外 面へラ削 り後ナデ，内面へラ磨 き 北 西角下 層 70％　 P L 12

6 6 土 師 器 杯 12．0 6．3 － 長石 ・石 英 明赤 褐 普通 体部外 面へラ削 り後丁寧 なナデ，内面へラ磨 き 北西角床面直上 60％　 P L 13

6 7 土 師 器 杯 12．6 （6．3） － 長石 赤 普通 体部 外面へラ削 り，内面へラ磨 き 南 西角床 面 6 0％　 rP L 13

6 8 土 師 器 椀 ［13月］ 6．0 5．4 雲母 ・長 石 ・石英 橙 普通 体部 外面へラ削り，内面ナデ　 底部 へラ削 り 南西部床面直上 4 0％

69 土 師 器 椀 13．0 8．2 5．2 長石 ・石 英 明 赤褐 普通
体部 外面ナデ，亀 裂あり　 内面へラ磨 き
底部 へラ削り

西壁際 下層 7 0％　 P L 13

70 土 師 器 高杯 ［12．4］ （6．4） － 長 石・石 英 普通 杯部 外面へ ラ削り　 脚 部内面 へラナデ 西壁際 下層 3 0％

71 土 師 器 嚢 16．5 （16．1） － 雲 母・長石 ・石英 にぷい橙 普 通 頚 部・体 部外面 へラ削り　 体部 内面へラナデ 北西角 下層
6 0％　 二次焼成

P L 13

72 土 師 器 襲 ［19．2］ （20．2） － 雲 母 ・長石 ・石英 灰 褐 普 通
口緑 部・頚部 ・体部外 面へラ削 り　 休 部内面

へラナデ

西壁 際・北 西部

下層
30％

73 土 師 器 嚢 34．0 （8．9） － 雲 母 ・長石 浅黄橙 普 通 頚 部外面 へラ削り，輪積 痕 北西部 下層 5 ％

74 土 師 器 甑 － （5．5） 8．2
雲 母 ・長石 ・石
英 ・赤 色粒 子

にぷ い橙 普 通 体 部外面 へラ削り，内面 剥離調 整不 明 北西 部下層 10％

第8号住居跡（第21・22図）

位置　調査区東部のC3a5区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸7．90m，短軸7．80mの方形で，主軸方向はN－220－Wである。壁高は30～42cmほどで，ほぼ

直立している。

床　地山のロームを平坦に掘り込み床面としており，中央部がよく踏み固められている。P3の周辺には，出

入り口施設に伴う，高さ5cmほどの馬蹄形状の高まりがみられる。また，壁際の床面近くからは，多量の焼土

塊が検出されている。なお，壁溝は検出されていない。

焼土塊土層解説

1暗　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化　3　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子
粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量，炭化　4　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ロームブロック・炭化粒子微量

粒子微量

炉　ほぼ中央部に付設されている。長径120cm，短径60cmの楕円形で，長径方向は住居の主軸と一致している。

床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉床面は火熱を受けて赤変硬化し，凹凸が著しい。

炉土層解説

1にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子　2　暗赤褐色　焼土ブロック中量

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗赤褐色　ロームの赤変硬化層

ピット　4か所。Pl・P2は，深さ90cmほどで，規模と配置から主柱穴である。P3は南壁寄りの中央に位置

しており，出入り口施設に伴うピットである。P4は中央部の西壁寄りに位置し，規模と配置から補助柱穴の

可能性があるが，対応する東壁寄りの位置では検出されていない。

覆土　8層に分層される。全体的に周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　5　褐　色　ロームブロック微量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　7　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量

4　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　8　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1049点（杯・椀類429，嚢・甑類620），須恵器1点（杯1），土製品2点（球状土錘，

酎射コ），自然遺物（アカニシ）が出土している。土器の底部もしくは口緑部の破片から推定される個体数は，
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杯・椀類17点，嚢・甑類7点である。壁際の覆土第3・4・6層を中心として廃棄された状態で出土している。

本跡から出土している遺物のうち，ほぼ完形のものは斜位で出土しているものが多い。これらは本住居の廃絶

後，間もない時期に廃棄されたと考えられる。また，120は北西部の覆土下層から出土している。なお，アカ

ニシは，逆位で出土している82の中から検出されている。76は混入の可能性が高い。
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第21図　第8号住居跡実測図
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所見　本跡は，当遺跡内における最大規模の住居跡である。覆土中や床面からは炭化材が検出されていないが，

壁際から焼土塊が検出されている状況は，本住居が焼失した可能性を示している。また本跡は，出入り口施設

の一部と考えられる馬蹄形状の高まりを持つ住居跡である。これと同様の形状は，前出の第3号住居跡におい

ても見られる。時期は，出土土器から中期（5世紀後菓）と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表（第22図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 ・ 胎　 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

75 土 師 器 杯 14．0 4．8 雲母・長石・石英 明赤褐 普通
体部外面へラ削り後丁寧なナデ，内面ナデ
体部内・外面赤彩痕 北西角床面 95％　 PL 13

7 6 土 師 器 杯 ［13．6］ 5．0 4．0 雲母・長石・石英 橙 普通 体部外面磨耗調整不明，内面へラ磨き
底部へラ削り　体部内・外面赤彩痕

南壁際床面直上 45％

7 7 土 師 器 杯 15．4 5．8 － 長石・石英 明赤褐 普通 体部外面へラ削り後丁寧なナデ，内面ナデ 北西角床面 60％　 PL 13

78 土 師 器 杯 ［14．0］ 5．8 雲母・長石・石英 明赤褐 普通 口緑部外面へラ磨き　体部外面へラ削り後丁
寧なナデ，内面へラ磨き

南壁際床面直上 45％

79 土 師 器 i不 13．0 5．5 4．4 長石・石英 にぷい橙 普通
体部外面へラ削り，内面剥離調整不明

底部へラ削り

北西角下層 弓ヒ

壁際床面直上
85％　 PL 14

80 土 師 器 杯 14．4 5．7 長石・石英 橙 普通
口緑部内・外面へラ磨き　 体部外面へラ削り後

ナデ，内面剥離調整不明
北西角床面直上 80％　 PL 14

8 1 土 師 器 杯 14．0 （5．5） －
雲母・長石・赤色
粒子

明赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 南壁際床面直上 70％

82 土 師 器 椀 15．0 7．9 － 長石・石英 赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 南壁際床面 95％　 PL 13

83 土 師 器 椀 15．6・ 7．0 － 長石・石英 明赤褐 普通 体部外面磨耗調整不明，内面ナデ 北東郡床面 50％

84 土 師 器 賓 16．0 （7．6） － 長石・石英 明褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 北壁寄り床面 10％

85 土 師 器 甑 ［28．8］ （10．5） － 雲母・長石・石英 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 北壁寄り床面 5 ％

120 須 恵 器 杯 ［13．2］ （2．6） － 長石・石英 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 北西部下層 5 ％

番号 器　 種 r 最大径 厚 さ 孔径 重量 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備考

86 球状土錘 2．9 2．6 0．8 19．7 土　 琴 ナデ，片面穿孔 北壁寄 り下層

番号 器　 種 長さ 外径 内径 重量 材 ・質 特　　　 徴 出土位置 備考

87 靖 羽　口 （4．7） ［7．4］ ［3．6］ （32．3） 土　 製 外面に気泡あ り 北東部下層

第9号住居跡（第23図）

位置　調査区中央部のB3i5区に位置し，台地の平坦部に立地している。

確認状況　硬化面まで削平された状態で検出された。

規模と形状　壁の立ち上がり及び壁溝が検出できなかったため，床と考えられる暗褐色土の広がり及びピット

の位置から，長軸6．00m，短軸5．00mの長方形と推定した。長軸方向はN－370－Wである。

炉　中央部で，炉床の下層とみられるロームの赤変硬化層のみが検出された。長径55cm，短径45cmの楕円形で，

長径方向は住居の長軸と直交している。

ピット　4か所。Pl～P4は，規模と配置から主柱穴と考えられる。

遺物出土状況　土師器片66点（杯・椀類7，嚢・甑類59）が，推定される南西壁寄りから出土している。

所見　時期は，出土土器から中期と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表（第23図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

88 土 師 器 聾 21．2 （12．5） － 雲母・長石・石英 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 南西部床面 5 ％

89 土 ‾師 器 嚢 23．0 （16．6） － 雲母・長石・石英 橙 普通 頚部外面輪積痕　 体部外面へラ削り 確認面 5 ％
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第10号住居跡（第24図）

位置　調査区中央部のC3b4区に位置し，台地の平坦部に立地している。

確認状況　硬化面まで削平された状態で検出された。また，第8号住居跡と重複している可能性がある。

規模と形状　壁の立ち上がり及び壁溝が検出できなかったため，床と考えられる暗褐色土の広がり及びピット

の位置から，長軸6．50m，短軸5．80mの長方形と推定した。長軸方向はN－310－Wである。

炉　中央部で，炉床の下層とみられるロームの赤変硬化層のみが検出された。長径60cm，短径50cmの楕円形で，

長径方向は住居の長軸と直交している。

ピット　3か所。Pl～P3は，規模と配置から主柱穴と考えられる。東コーナー部に位置する主柱穴は，撹

乱のため残存しない。

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期は，遺構の形態から中期と考えられる。
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（2）　土坑

第46号土坑（第25・26図）

位置　調査区中央部のB3e8区に位置し，台地の平坦部に立地している0

規模と形状　長軸2．40mほど，短軸1．80mほどの隅丸長方形で，長軸方向はN－750－Eである。底面はほぼ平

坦で，深さは25cmほどである。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層に分層される。第2・3層とも壁際に三角状堆積が見られないことから，人為堆積である0

土層解説

1暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片100点（杯・椀類21，嚢類79）

が出土している。92・93はともに底面近くから，92は横

位，93は正位で出土している。いずれも口縁部から体部

上半部のみであり，底部片は全く出土していない。

また，中央部で少量の焼土塊が検出されている。

所見　時期は，出土土器から中期（5世紀後菓）と考え

られる。性格は不明である。

第26図　第46号土坑出土遺物実測図

第46号土坑出土遺物観察表（第26図）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

92 土師器 斐 18．6 （19．8） － 雲母・長石・石英橙 普通休部内面ナデ 底面直上
40％　体部外面
砥石転用痕

93 土師器 藍 ［20．0］ （8．1） 雲母・長石・石英にぷい黄橙普通休部内面へラナデ，輪椅痕 底面直上 20％
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2　中・近世の遺構と遺物

中・近世の遺構としては，掘立柱建物跡1棟，方形竪穴遺構1基，井戸跡2基が検出された。以下，検出さ

れた遺構と遺物について記載する。

（1）　掘立柱建物跡

第1号掘立柱建物跡（第27・28図）

位置　調査区西部のB2i5区に位置し，台地の平坦部に立地している。本跡の北4mの位置には，近世（18世

紀前半）には廃絶されていたと推定される第1号井戸跡が位置している。

規模と構造　桁行4間，梁行1間の建物跡で，桁行方向をN－700－Eとする東西棟である。桁行は7．30m，

梁行は5．00mである。柱間寸法は，桁行は2．15m・3．70mを基本とし，梁行は5．00mである。

柱穴　平面形は，長径40～90cm，短径35～60cmの楕円形で，深さは30～60cmである。Pl・P6・P7の底面は

硬化しており，柱の接地面と考えられる。なお，柱痕は確認できなかった。
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0　　　　　　　　　　　　　　2m」
第28図　第1号掘立柱建物跡実測図（2）

遣物出土状況　出土していない。

所見　柱穴の規模や覆土の状況からみて，時期は中世以降と考えられ，北側に位置する第1号井戸跡との関連

が想定される。

（2）　方形竪穴遺構

第2号方形竪穴遺構（第29・30図）

位置　調査区西部のClb8区に位置し，台地の平坦部

に立地している。

確認状況　西部が調査区域外に位置する。

規模と形状　確認できた東西軸は2．70m，南北軸は

2．20mである。平面形は長方形と推定され，主軸方向

はN－340－Wである。壁高は70－120cmほどで，ほぼ

直立している。

床　ほぼ平坦で，北に向かって緩やかに傾斜している。

確認できた範囲内では，硬化面は検出されていない。　■至

覆土　6層に分層される。各層ともしまりは弱く，ほ

ぼ水平に堆積しており，人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

＼
　
l
、
・

ユ／二二
第29図　第2号方形竪穴遺構実測図

2m」

遺物出土状況　土師器片1点，土師質土器片17点，陶器片4点，磁器片1点，砥石1点，古銭2（寛永通賓2）

が主に覆土下層から出土している。

所見　出土した古銭は寛永通賓で，覆土下層から出土している。時期は近世以降と考えられる。
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第30図　第2号方形竪穴遺構出土遺物実測図

第2号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第30図）

□
0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

番号種　別器種口径器高底径 胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

110土師質土器焙烙 3．4 －雲母・長石 暗灰黄普通体部内・外面横ナデ 覆土下層 5％

111土師質土器屯鍔［37．4］は4） 雲母・長石 灰褐 普通両面ナデ　推定内径29．4cm 覆土中 5％上面煤付着

112土師質土器火舎 （8．6）－
雲母・長石 明赤褐普通脚部ナデ 覆土中 5％

番号器　種長さ幅厚さ重量 材　質 特　　　徴 出土位置 備考

113砥　　石（4．7）（4．2）ほ2）（89．8）凝灰岩 砥面3面 底面直上

番号銭　名践径銭孔厚さ重量 材　質 特　　　徴 出土位置 備考

114寛永通賓2．40．5×0．5 0．1 （2．1） 銅 古寛永　背文なし　初鋳寛永14年（1637年） 覆土下層

（3）　井戸跡

第1号井戸跡（第31・32図）

④　　】

二、dt・一二

第31図　第1号井戸跡実測図

2m

「・一　　一　t　　　　つ

一　38　－

位置　調査区西部のB2h4区に位置し，台地の平

坦部に立地している。

規模と形状　確認面での平面形は，径2．30mほど

の円形である。確認面から1．50mまでは漏斗状，

それ以下は径1．00mほどの円筒状である。2．60m

まで掘り下げた時点で，崩落の恐れがあり以後の

調査を中止した。ローム層を掘り抜き，粘土層を

掘り込んでいることが確認された。

覆土　9層に分層される。全体的に周囲から土砂

が流入した様相を呈しており，自然堆積である。

第8・9層にロームブロックが比較的多く含まれ

ているのは，壁が崩落したためと考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　黒褐色

3　暗褐色
4　暗褐色

5　褐　色
6　暗褐色

7　暗褐色

8　暗褐色

9　暗褐色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

炭化物・砂粒微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子・砂粒微量

ロームブロック少量

ロームブロック・砂粒少量

ロームブロック・砂粒微量

ロームブロック中量，砂粒微量

ロームブロック中量



遺物出土状況　土師質土器片21点（小皿5，焙烙13，火舎1），陶器片8点（皿2，碗3，徳利1，鉢2），磁

器片15点（盃1，碗14），砥石3点，鉄澤3点が出土している。遺物はすべて，確認面から1．50mほどの深さ

の位置から出土し，完形まで復元できるものはない。これらの遺物はその出土状況から，破片が一括して投棄

されたと考えられる。

所見　出土遺物から，近世（18世紀前半）には井戸としての機能を終えたものと考えられる。

三l‾三

第32図　第1号井戸跡出土遣物実測図

第1号井戸跡出土遺物観察表（第32図）

〒≡妄妄荒。

⊂＝⊃109
10cm

l　　　＿⊥　　　」

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色調焼成手法の特徴出土位置備考

100土師質土器小皿6．90．84．9雲母・長石橙普通内・外面ロクロナデ　底部回転糸切り覆土中85％

101土師質土器焙烙［34．6］5．4［28．8］雲母・長石褐普通体部内・外面横ナデ　内耳2か所残存覆土中
30％体部外面煤

付着

102土師質土器焙烙［33．4］5．1［27．2］雲母・長石にぷい橙普通体部内・外面横ナデ覆土中
30％体部外面煤

付着

107土師質土器火舎（7．4）－
雲母・長石・石英にぷい黄橙普通内・外面ナデ覆土中5％

番号種　別器　種口径器高底径色調粕色文　様・特　徴産地・年代出土位置備考

133磁　　器猪口［7．0］4．63．2灰自明緑灰内面に染付，文様不明不明霞土中40％

39



離声畑中 器穫幸雄 「綱十摘 色調 i 粕色 ！　 文様欄 徴 産地の年代i 出土位置 ！ 備考

用陶器中 車 中2舶 唇 莞曽盈 唇中　唇
i

当 陶　当　鉢 「つ 舶皆 ・2］
…橙　 白　 極欄 皿 を施し栂 し掛け 糎 霊薬桓　 －5％

i

ぎ

中 尋翻「 序 ‖ 慧す美濃覆土中 ト％
番可 器 種つ 離日 幅 酎 「蟻 i 材 質 特　　　 徴 i 出士位置 備考
108　 磯舟　巨や 恒 ・0ラ 中 は・射　 腋 岩 角を面取り i覆土中

1可 砥　 石巨 可 購 中 渕・7） 凝灰岩　 －机面1面 覆土中

第　号井炉跡　第謂囲）

位置　調査区南西部のしつf9区に位置し，台地の、印刷日二立地している、、

規模と形状　確認面での平面形は，径2．001Tlほどの廿彬である、、

0　　　　　　　‘　　　　2m

－1一　一

0　　　　　　　　　　　1収：m』
第議題図　第2号井戸跡e出土遺物実測図

碓認げlfから0．80111までは温牛伏，それ以トは径上20111ほどの円

筒状である．、、3．00111まで据i）卜げた時点で、崩落の恐れがあi）

以後の調査を中止した。ローム層を掘　抜凱　粘土層を掘　込

んでいることが碓認きれた、

覆土15層に分層される、、卜層は水、出二堆精し，＝再はプロ、ソ

ク状に堆積する上層が見られることから，人為堆積である、、

説

色　ロームブ「「ノク少量．炭化粒J雄待：

褐色　砂粒少量∴　ロームゾtト、′ケ・炭化物微量

色　ロームプロ、ソク中量∴　砂粒少量，炭化粒自微量

褐色　砂粒少量，ロームブロック0焼士粒子・炭化粒子微量

色　ロームプロ・ソク・炭化粒」’－・砂粒微量

褐色　ロームブロック少量辛　炭化物e砂粒微量

褐色　ロームブロック少量の炭化粒子微量

褐色　ロ∴∵ムブロックの廃土粒子6炭化粒子微量

色　ロームプロ、ソク小甘焼工粒J′・・炭化粒子微量

色　ロームプロ・ソク少量

褐色　口蜘∵ムプロッタ中量夕　炭化物微量

土層解

1　褐

2　暗

3　褐

4　暗

5　褐

6　暗

7　明

8　暗

9　褐

ユ0　褐

11暗

12　暗
1：1暗

14　褐

15　暗

褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
陽色　ロームプロ、ソク少量

色　ロームプロ、ソク中量

15　暗褐色　ロームプロ・、ノク中量

遺物出藍状況　土師質土器片温点　焙烙且損　陶器片　虚　血

3，徳利ニ主上　磁器片主点（香炉1上　木材2本　はミさ1工丸Ⅶ・

1155cnl）が出士している．。土器片は覆土上層から出上している、、、

木材は深さ3．1111ほどの位置から，投棄された状態で出上して

いる，ご　いずれも杭として使用されたと考えられる枝を払っただ

けの木材で∴加工痕は見られない二

所見　覆口重寺から出上した遺物から，本跡は近世（18世紀代）

には廃絶されていたと考えられる、「、ニ

∠10



第2号井戸跡出土遺物観察表（第33図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色 調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備考

94 土師質土器 倍 烙 － （3．6） － 雲母 ・長 石 褐 灰 普通 体 部外 両横 ナデ 覆 土 中 5％ 外面煤付着

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底径 色 調 粕色 文　 様 ・特　 徴 産地 ・年代 出土位置 備考

133 磁　　 器 香炉 － （3．4） 2．8 灰 自 透 明 外面 に染付 ，文様不 明　 有三足 ，鼎 形 不 明 覆 土中

3　その他の遺構と遺物

今回の調査で，時期不明及び性格不明の方形竪穴遺構2基，土坑64基が検出されている。以下，検出された

遺構と遺物について記載する。

（1）　方形竪穴遺構

第1号方形竪穴遺構（第34図）

位置　調査区東部のB3fO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

確認状況　東部が調査区城外に位置する。

規模と形状　確認できた東西軸は2．60mで，南北軸は8．30mである。平面形は方形もしくは長方形と推定され，

南北軸方向はN－150－Eである。壁高は8cmほどで，ほぼ直立している。

床　地山のロームを平坦に掘り込み，床面としている。確認できた範囲内では，硬化面及び壁溝は検出されて

いない。

1轟
第34図　第1号方形竪穴遺構実測図

二」‾』二二∃＝∃m
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ピット　Plは深さ15cmで，北西コーナー寄りに位置している。

覆土　6層に分層される。ブロック状の堆積状況を示しており，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片5点（杯・椀類3，棄・甑類2）が出土している。

所見　本跡は，住居跡と判断できるだけの要件がないため，方形竪穴遺構とした。しかし本跡の西5mには，

ほぼ同規模・同形状の第7号住居跡が位置しており，本跡が住居跡である可能性は否定できない。遺物は細片

のうえ破断面が摩滅しており，本跡に伴うものかは判断できない。よって時期及び性格は不明である。

第3号方形竪穴遺構（第35図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第35図　第3号方形竪穴遺構実測図

位置　調査区西部のBli8区に位置し，台地の平坦部

に立地している。

確認状況　西部が調査区域外に位置する。

規模と形状　確認できた東西軸は1．05m，南北軸は

3．30mである。平面形，主軸方向ともに不明である。

壁高は130cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　地山のロームを平坦に掘り込み，底面としている。

確認できた範囲内では，硬化面は検出されていない。

覆土　7層に分層される。各層ともしまりは弱く，ブ

ロック状に堆積しており，人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック少量（第1層より粘性あり）

5　暗褐色　ロームブロック中量

6　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量

7　黒褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期は，出土遺物がなく不明である。性格も不

明である。

（2）　土坑

時期及び性格不明の土坑を，実測図（第36－39図）及び一覧表で掲載する。出土した遺物の中で特色のある

ものについては実測図（第40図）を掲載し，解説は観察表で記載する。なお，調査区南部に位置する第18・22

～25号土坑は，ほぼ等間隔で一列に並ぶため柱列の可能性がある。
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「三＿二二享二二‾三≡l二二主三三l三　三三

旦義　旦一恵　C一軍γ

第36図　第18・22・23・24・25号土坑実測図

第18号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック微量

2　暗褐色　炭化物少量，ロームブロック微量

3　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

第22号土坑土屑解説

1　暗褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　炭化物・粘土粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量

第23号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

爾　E東m」

第24号土坑土層解説

1暗褐色　ロームブロック微量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第25号土坑土層解説

1暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ロームブロック少量（第1層よりしまりあり）

4　暗褐色　ローム粒子少量

三二一三＿儒一三‾三一三三一室圏－

二二二　三二ノ二

三二二需二子二＿「
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第37図　その他の土坑実測図（1）

旦18．8m

＼ノ：二

三三一

旦19．0m　　　＿　旦19月m

よ9〕＼：
旦黒＼工。
モァー1＿＿一

旦20．2m

⊥＿＿一′一

SK12

一　43　－

旦20．0m

‾＼一。

土～－－＿

旦19．4m

「」二ノr
SK16

0　　　　　　　　　　　　　2m」



㊥　　　　㊥

旦磁一　旦◎
＿旦19．6m

SK19・20

④　4

皇」9．4m

ヽ、完

A19．4m B

④

「＼－＿＿⊥　／　　　4

SK35・39

止19．4m

ヽ＼、、一ノ′
SK37

？♂一
旦20．4m

‾＼＿⊥＿ノr

SK49

SK30・33・34・36・41・42

今
旦20．4m

し一′
SK47

第38図　その他の土坑実測図（2）
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第39図　その他の土坑実測図（3）
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第40図　その他の土坑出土遺物実測図

第29号土坑出土遺物観察表（第40図）

0　0
く∋96　　く≡＞98

0　　　　　　　　　　　　100m

l　‥…“一・十　　　　」

番号種　別 器　種口径器高底径胎土 色調 粕色 文　様・特　徴 産地・年代 出土位置 備考

90 陶　　器灯明受皿［9．8］（1．4）－ －灰褐 透明 抽港半月状 信楽系，19C代ヵ覆土中 5％

第30号土坑出土遺物観察表（第40図）

番号 器　 種 長 さ 帽 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　 徴 出土位 置 備考

9 1 煙　　 管 （4．1） 1．0 1．1 （2．5） 鋼 雁首部 ，火皿 部分 欠損 覆土 中

第58号土坑出土遺物観察表（第40図）

番号 券　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 畳 材　 質 特　　　 徴 出土位 置
l

備考

96 碁 石 形 （1．8） （1．8） （0．8） （1．9） 土　 製 両面ナ デ 覆土 中

第61号土坑出土遺物観察表（第40図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 粕色 文　 様 ・特　 徴 産地 ・年代 出土位置 備考

9 7 磁　　 器 端 反碗 － （2．9） 3．6 灰 自 明緑 灰
休部外 面 に山水文 ，見 込み

に焉文 様 を染付

瀬 戸 ・美 濃系

19 C 代
覆 土中

第64号土坑出土遺物観察表（第40図）

番 号 券　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　 徴 出土 位置 備 考

98 碁 石 形 （1．8） （1．8） （0．8） （2．2） 土　 製 両面 ナデ 覆土 中 P L 14

第65号土坑出土遺物観察表（第40図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手法の特 徴 出土位 置 備 考

99 土師質土器 火 舎 － （6．8） － 雲母 ・長石 にぷい黄橙 普通 脚 部貼 り付け 覆土 中 5 ％
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表2　土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形 規模（m ）（長径×短径）深さ（cm） 壁面 底面 覆土 出土遺物 備考　 新旧関係（旧→新）

1 B 3C6 N －680 －E ［楕　 円　 形］ （0．90）× ［0．62］ 29 外傾 皿状 人為 － SI2 「本跡

2 A 4jl N －560 －W 楕　 円　 形 0．94　 ×　 0．60 30 緩斜 平坦 人為 －

3 A 3iO N －730 －W 楕　 円　 形 1．20　 ×　 0．84 19 緩斜 平坦 人為 －

4 A 3g6 － 円　　　 形 1．05　 ×　 0．97 60 外傾 平坦 人為 土師器

5 A 3f3 N －150 －E 楕　 円　 形 1．23　 ×　 0．95 48 外傾 皿状 自然 －

6 A 3i2 N －600－E 楕　 円　 形 0．90　 ×　 0．76 41 外傾 皿状 自然 －

7 A 3 gl N －840－E 楕　 円　 形 0．84　 ×　 0．55 50 外傾 皿状 自然 －

8 A 3 gl N －100－W 楕　 円　 形 0．90　 ×　 0．70 50 外傾 皿状 人為 －

9 A 3 gl － 円　　　 形 0．70　 ×　 0．66 32 外傾 皿状 自然 －

10 B 2 dO N －640－E 楕　 円　 形 0．75　 ×　 0．65 61 外傾 皿状 人為 土師器 SI4 →本跡

11 A 3j2 N －360－E 楕　 円　 形 1．07　 ×　 0．91 42 外傾 皿状 人為 土師器

12 B 2 b8 N －4 0－E 楕　 円　 形 1．05　 ×　 0．70 5 緩斜 平由 不明 ・陶器

13 B 2 b8 N －860－E 楕　 円　 形 1．15　 ×　 0．82 37 外傾 平坦 人為 －

16 C 2 i9 N －230－W ［楕　 円　 形］ 0．97　 × （0．57） 47 外傾 平坦 人為 －

17 C 2 iO N －230－W ［楕　 円　 形］ （1．10） × 1．01 45 緩斜 平坦 人為 土師器

18 C 3 gl N －5 0－E 楕　 円　 形 0．40　 ×　 0．30 60 外傾 皿状 人為 － 柱穴ヵ ・

19 C 3 gl N －280－W 楕　 円　 形 1．02　 ×　 0．58 20 外傾 平坦 人為 －
SK20→本跡

20 C 3 gl N －230－W 楕 ‘円　 形 1．05　 ×　 0．70 17 穣斜 平坦 人為 －
本跡→SK 19

21 C 2 h9 N －240 －W 楕　 円　 形 0．97　 ×　 0．55 ．56 外傾 平坦 人為 土師器，土師質土器，陶器

22 C 2 hO N －650 －E 楕　 円　 形 0．78　 ×　 0．69 ‘ 63 外傾 皿状 人為 土師器 柱穴カ

23 C 2h9 N －240 －‾E 楕　 円　 形 0．80　 ×　 0．65 56 外傾 皿状 人為 － 柱穴ヵ

24 C 2h9 N －730 －E 楕　 円　 形 1．08　 ×　 0．62 73 外傾 皿状 人為 －
柱穴カ

25 C 3hO －
円　　　 形 0．60　 ×　 0．55 67 外傾 皿状 人為 － 柱穴カ

26 C 3hO － 円　　　 形 0．40　 ×　 0．40 34 外傾 凹凸 人為 － 柱穴ヵ

27 C 2gO N －660－W 楕　 円　 形 0．55　×　 0．38 20 外傾 平坦 人為 土師器

28 C 2h9 － ［円　　　 形］ （1．20） ×　 1．10 42 緩斜 甲凸 人為 土師器，陶器，磁器 本跡→SK 29

29 C 2i9 － 円　　　 形 1．46　 ×　 1．41 28 外傾 平坦 人為 土師器，陶器，磁器 SK 28－→本跡

30 C 2 g8 N －600－E 不　 整　 形 0．80　 ×　 0．45 55 外傾 凹凸 人為 金属製品（煙管）

31 C 2 g8 N －220－W ［隅丸長方形］ （3．30） ×　 0．85 32 垂直 平坦 人為 土師器，磁器

33 C 2 g9 N －430－W 円　　　 形 0．65　 ×　 0．60 60 外傾 皿状 人為 － 本跡→SK 34 ・36

34 C 2 g9 N －400－E ［楕　 円 ＿形］ （0．80） × ［0．70］ 18 緩斜 平坦 人為 土師器 SK 33→本跡→SK36

35 C 2 gO －
円　　　 形 1．63　 ×　 1．50 17 緩斜 凹凸 人為 土師器，陶器，磁器 SK 39→本跡

36 C 2 g9 N －250－W ［隅 丸 方 形］ 0．56　 × （0．43） 21 緩斜 皿状 人為 磁器 SK 33 ・34・→本跡

37 C 2 hO N －200－W 隅丸長方形 1．38　 ×‘ 1．10 48 外傾 凹凸 人為 土師器，陶器

38 C 2 fO N －730－E 隅丸長方形 2．05　 ×　 0．82 15 外傾 平坦 人為 土師器，陶器，磁器 SK 40→本跡

39 C 2 gO N －690－E 隅丸長方形 1．80　 ×‘0．69 20 緩斜 凹凸 人為 － 本跡→SK35

4P C 2 gO N －780－E 隅丸長方形 2．00　 ×　 0．80 36 外傾 平坦 人為 陶器，磁器 本跡→SK38

41 C 2 g8 N －760－E 楕　 円　 形 0．53　 ×　 0．36 26 外傾 皿状 人為 －

古墳時代中期

SK 56→本跡

42 C 2 g8 － 円　　　 形 0．51 49 垂直 平坦 人為 －

46 B 3 f8 N －730－E 隅丸長方形 2．25　 ×　 1．75 27 緩斜 平坦 人為 土師器

47 B 3 f6 N －650－E 楕　 円　 形 2．10　 ×　 1．55 45 外傾 平坦 人為 土師器

48 B 3 g6 － 円　　　 形 1．00 50 外傾 平坦 自然 －

49 B 3 g5 － 円　　　 形 1．55　 ×　 1．50 30 外傾 平坦 人為 土師器

55 C l g7 N －310－W ［楕　 円　 形］ 1．25　 × （0．90） 12 緩斜 皿状 人為 －

56 C l g7 N －310 －W ［楕　 円　 形］ 　 2．20　 × （0．65） 55 外傾 平坦 自然 剥片 本跡→SK 55

58 C lg8 N －300 －W 楕　 円　 形 1．40　 ×　 0．80 32 外傾 平坦 人為 土製品（碁石形） 本跡→SK 59 ・

59 C lg8 N －300 －W 楕　 円　 形 0．63　×　 0．38 20 外傾 平坦 人為 － SK 58→本跡

本跡→SK 65

60 C Ic8 N －580 －E 長　 方　 形 2．00　×　 0．65 38 外傾 平坦 ． 人為 土師器，土師質土器，陶器，磁器

61 C Ic9 N －230 －W 楕　 円　 形 2．00　×　 1．23 50 外傾 平坦 自然 陶器，磁器

62 C 2 dl N －380－W 楕　 円　 形 1．67　×　 1．00 50 垂直 階段状 人為 －

63 C 2 e2 N －500－E 楕　 円　 形 1．35　×　 1．20 105 外傾 凹凸 人為 －

64 C 2 d2 N －300－W 長　 方　 形 2．80　 ×　 0．90 56 垂直 平坦 人為 土師質土器

65 C 2 d2 N －300－E 楕　 円　 形 1．50　 ×　 1．10 35 外傾 平坦 人為 土師質土器，磁器 SK 64→本跡
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番号 位置 長径 方向 平面 形 規模 （m ）（長径×短径）深さ（cm ） 壁 面 底面 覆土 出土遣 物 備考　 新旧関係 （旧→新）

66 C 2 f3 N －32 。－W 楕　 円　 形 1．35　 ×　 1．10 12 援 斜 皿状 人為

67 C 2 f4 N －5 10 － E 不整楕 円形 1．4 1　 ×　 1．0 0 40 外 傾 平坦 人為 －

68 C Z g4 N －520 － E ［楕　 円　 形］ 1．74　 × （0．7 3） 45 外 傾 平 坦 自然
－

69 B 2 fl N －600 － E 隅丸長 方形 1．70　 ×　 0．9 0 35 緩斜 皿状 自然 土 師器

71 C 2 d3 N －780 － E 楕　 円　 形 1．7 0　 ×　 1．3 2 34 外傾 平 坦 人為 土 師器

72 C 2 C3 N －600 － E 楕　 円　 形 2．0 5　 ×　 1．6 7 46 外傾 凸凹 自然 土 師質 十器 SK 78→ 本跡

73 C I cO N －630 － E 方　　　 形 1．9 0　 ×　 1．75 30 垂 直 平 坦 人為 土 師器

74 C l b O N －230 －W 楕　 円　 形 1．0 0　 ×　 0．80 20 緩斜 平 坦 人為
－

75 C l b O N －700 － E 長　 方　 形 2．0 5　 ×　 1．03 75 垂直 平地 人為 土師 質土器

76 C l aO N － 700 － E 楕　 円　 形 1．70　 ×　 1．10 34 様斜 凸 凹 人為

78 C 2 d 3 N － 34。－W ［楕　 円　 形］ 1．30　 × （0．85） 27 外傾 平坦 自然
－ 本跡→ SK 72

79 B 2 il N － 0 0 楕　 円　 形 1．70　 ×　 1．45 38 外傾 凹 凸 人為
－

（3）　遺構外出土遺物

試掘，表土除去，遺構確認の段階で，遺構に伴わない旧石器時代から近世にかけての遺物が出土している。

以下，特色ある遺物を抽出し，実測図（第41・42図）を掲載し，解説は観察表で記載する。

一回
口
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第41図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第42図　遺構外出土遺物実測図（2）

遺構外出土遺物観察表（第41・42図）
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129

0　　　　　　　　2cm
l l

番号種　別器　種計測値胎　土色調焼成文　様　の　特　徴出上位置備考

115縄文土器深　鉢（2．9）雲母・長石・石英にぷい黄褐普通ロ縁部に横走する洗練文
C3区付近

116縄文土器探　鉢（3．9）雲母・長石石英にぷい貴褐普通口緑部に横走する沈線文C3区付近PL14

117縄文土器探　鉢（2．7）雲母・長石石英載鰹にぷい黄褐普通口縁部に円形刺突文SI5覆土中PL14

118

119

縄文土器探　鉢（8．9）雲母・長石・石英明赤褐普通口緑部に2条の枠状有節沈線文，胴部に波状沈線文SI8覆土中PL14

縄文土器探　鉢（4．7）雲母・長石・石英にぷい黄褐普通「Ⅹ」字状の粘土を貼り付け，周囲に有節沈線文SI8覆土中

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色調焼成手法の特徴出土位置備考

121土師貿土器焙烙［35．8］4．6［30．8］雲母にぷい黄橙普通
体部内・外面横ナデ　内耳1か所残存

休部及び底部に補修孔
表土中
10％　休部外

面煤付着

番号種　別器　種＝1戸器高底径色調粕色文　様・特　徴産地・年代出土位置備考

122陶　　器括　鉢－（5．7）［10．2］淡黄
にぷい赤褐11条1単位の揺り目　底部回転糸切り瀬戸・美濃

17C後葉
表面採集5％

123陶　　器措　鉢－（8．9）
淡黄にぷい赤褐13条1単位の括り目

瀬戸・美濃

17C後柔
表土中5％

番号器　種長さ幅厚さ重畳材　質特　徴出土位置備考

124芥子面2．11．80．7（2．1）土　製人物を表現　裏面に指紋残存A2e5区PL14

番号器　種長さ帽厚さ重量材　質特　　　徴出土位置備考

125角錐状石器5．21．71，16．2硬質頁岩
縦長剥片を素材とし．両側縁部に主要剥離面側から急角度の

調整を施す　平面形は柳葉形，断面形は三角形を呈する

SI7覆土中PL14

126角錐状石器7．93．62，039．1砂　岩

背面に礫面を残す厚みのある縦長剥片を素材とし，両側縁部

に主要剥離面伽から急角度の調整を施す　平面形は柳葉形，

断面形は台形を呈する

SI5覆土中PL14
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番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　 徴 出土 位置 備 考

127 剥　　 片 4．1 1．6 0 ．5 2 ．3 喝 ・璃 縦長剥 片　 打面 は単剥 離面 で平坦 表 土中

128
二次加工を
有する剥片 2．3 3 ．6 1．3 1 1．6 安 山岩 厚みのあ る横 長剥片 を素材 と し，側線に急角度 の調整 を施す 表土 中

129 石　　 鉄 2．0 1．3 0．4 0．7 安 山岩 凹基無 茎鉄 A 3 h5 区

番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備考

130 砥　　 石 （7．7） 2．54 2．9 （88．1） 凝灰岩 砥面 1 両 南部表面採集

131 磨　 石カ （9．8） （7．7） 1．7 （160．9） 流紋岩 磨面は平滑 南部表土中

番号 銭　 名 銭径 銭孔 厚 さ 重量 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備考

132 寛永通賓 2．2 0．6×0．6 0．1 1．9 鉄 新寛永　 背文 「元」　 初鋳寛保元年 （174 1年） 表土中

表3　竪穴住居跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（m ）

（長軸×短軸）
壁高
（cm） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 時　 代

備　 考
新旧関係（旧→新）

主柱穴出入口
ピットピット 炉 貯蔵穴

1 B 4 a2 N －360－W 長方形 4．37×3．50 23 平坦 全周 3 炉 3 人為 土師器，鉄器（鋤先）
古墳時代中期

（5世紀後葉）

2 B 3 C6 N －430－W 長方形 5．30×4．10 25 平坦 ほぼ全周 炉 2 1 自然 土師器，砥石
古墳時代中期

（5世紀後葉）
本跡→SK l

3 B 3 d9 N －537ーW 長方形 5．60×4．60 55～60 平坦 ほぼ全周 4 1 炉 1 1 自然 土師器，紡錘車
古墳時代中期

（5世紀後葉）

4 B 2 dO N －200－W 方　 形 5．40×5．00 40 平坦 ほぼ全周 3 ．1 炉 1 人為 土師器，球状土錘
古墳時代中期

（5世紀後菓）
本跡→SK lO

5 B 2 f7 N －350－W 長方形 6．20×5．10 20～35 平坦 全周 4 1 1 炉 4 1 人為
土師器，球状土錘，

砥石
古墳時代中期

（5世紀後菓）
間仕切 り溝 5 条

6 B 3 bO N －190－W 方　 形 2．60×2．40 24 平坦 － 1 炉 1 人為 土師器
古墳時代中期
（5世紀後葉）

7 B 3 g7 N －140－W 方　 形 7．80×7．40 12 平坦 － 炉 1 不明 土師器
古墳時代中期

（5世紀後菓）

8 C 3 a5 N －220－W 方　 形 7．90×7．80 30～42 平坦 － 2 1 1 炉 1 自然 土師器，須恵器，球状土錘，

掃羽口，アカニシ

古墳時代中期

（5世紀後菓）

9 B 3i5 N －370－W ［長方形］［6．00］×［5．00］ － 4 炉 1 土師器 古墳時代中期

10 C 3b4 N －310－W ［長方形］［6．50］×［5．80］ － － 3 炉 1 古墳時代中期

表4　方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 長軸方向 平面形 規模 （m ）
（長軸×短軸）

深さ
（cm ） 壁面 底面 覆土 出土遺物 備考

新旧関係（旧→新）

1 B 3fO N －150 －E ［方形もしくは長方形］ 8．30　 × （2．60） 8 直立 平坦 人為 土師器

2 C lb8 N －340 －W ［長方形］ （2．70） ×　 2．20 70～120 直立 平坦 人為 土師器，土師質土器，陶器，磁器，砥石，古銭 近世以降

3 B li8 不明 不明 （3．30） × （1．05） 130 外傾 平坦 人為

表5　井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（m ）

（長径×短径）
深さ
（cm）l 壁面 覆土 出土遺物

備考
新旧関係（旧→新）

1 B 2 h4 － 円形 2．30 （2．60） 上部漏斗状，
下部円筒状 自然 土師質土器，陶器，磁器，砥石

2 C l f9 － 円形 2．00 （3．00） 上部漏斗状，
下部円筒状 人為 土師質土器，陶器，磁器，木材
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第4節　ま　と　め

市ノ台屋敷遺跡は，平成13・14年度に計7，279．0最が発掘調査された。ここでは，当調査区から検出された

遺構・遺物について概観を述べ，若干の考察を加えまとめとしたい○

1　旧石器時代・縄文時代

調査区内において，旧石器時代から弥生時代の遺構は検出されていない。旧石器時代の石器は，表土中もし

くは住居跡の覆土中から採集されたものである。採集された石器の内訳は，角錐状石器2点（硬質頁岩，砂岩），

剥片4点（安山岩1点，喝璃3点）である。角錐状石器はいずれも完存品で，橋本勝雄氏の編年1）によれば下

総地域Ⅱb期段階に属するものである。

縄文時代の遺物は，土器片，石鉄が採集されている。土器片は，早期中葉の田戸下層式土器，前期の黒浜式

～諸磯a式土器，中期前葉の阿玉台式土器である。阿玉台式土器の破片は，そのほとんどが第5号住居跡の覆

土中から出土しており，胎土・焼成の様相から同一個体の可能性が高い。採集された土器片が少量であること

や，遺構が検出されていないことから，当遺跡周辺は居住の場ではなく狩猟の場などに利用されていたと考え

られる。

2　古墳時代

古墳時代の遺構は，竪穴住居跡と土坑が検出されている。竪穴住居跡は，出土した土器の様相から2時期に

分けることができる2）。第I期は，和泉期の様相を引き継ぐ土器が出土している竪穴住居跡群で，第4・5号

住居跡が該当する。第Ⅱ期は，須恵器蓋または身を模倣した土師器杯が出土する竪穴住居跡群で，第1・2・

3・7・8号住居跡が該当する。

第I期の竪穴住居跡群は，調査区のほぼ中央に位置している。平面形は長軸が5・40，6・20mの長方形もしく

は長方形に近い方形である。第5号住居跡は調査区内で唯一，間仕切り溝を持つ住居跡である。

第Ⅱ期の竪穴住居跡群は，第I期の竪穴住居跡群の東側に位置している。これらは，住居の規模・主軸方向

などから，長軸が5．5m前後で，平面形が長方形の第2・3号住居跡，長軸が7・8m前後で平面形が方形の第

7・8号住居跡，および第1号住居跡に分類することができる。第2・3号住居跡は内部施設として貯蔵穴を

持っている。第3・8号住居跡は，馬蹄形状の出入り口施設を有している。これらの竪穴住居跡は出土した土

器の様相から，第2・3号住居跡，第7・8号住居跡，第1号住居跡の順で，2軒を1単位として構成され，

変遷していったと考えられる。

検出された竪穴住居跡のうち，半数の5軒は焼失住居と考えられる。当遺跡が立地する小野川流域の古墳時

代中期の遺跡からは，焼失住居が検出される割合が比較的高く，当遺跡も同様の傾向と言えよう。焼土・炭化

材の状況から，石野博信氏の「火災住居の類型分類」3）をもとに調査区内の焼失住居を分類すると，すべて外

炭外焼型（外区に炭化材と焼土が遺存する）に該当する。また，竪穴住居跡から出土している土器は，焼失後

の間もない時期に投棄されたと考えられるものが多く，石野氏の類型分類によれば，調査区内から検出された

焼失住居は，第5号住居跡を除き，「住居中央部を火元とする意図的放火」に当てはまる。

竪穴住居跡から出土した遺物は，土師器の杯・椀・嚢類が大半を占め，まれに土製品（球状土錘），砥石が

混じっている。出土した土器については，以下のような特徴が挙げられる。

・杯・椀類の多くは，赤彩されている。
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・杯・椀類の割合が高く，高杯などの供献土器の割合は極めて低い。

・土器片は細片が多く，意図的に破砕されたと考えられる。

赤彩の目的について樫村宣行氏は，「牛久市ヤツノ上遺跡を見る限りでは，祭祀的意味合いが強い」4）と指

摘している。さらに赤彩された土器が，人為堆積を示す焼失住居から破砕された状態で出土することについて，

「集落を移るに当たって，土地神に土地を返す祭祀行為を示しているものと思われる」と述べている5）。調査

区内で検出された竪穴住居跡で，焼失住居と考えられるのは前述したように5軒あり，うち2軒は人為堆積で

ある。さらに第8号住居跡は人為堆積ではないものの，逆位で出土した土師器椀の中からアカニシが検出され

ており，祭祀的な行為がうかがえる6）。意図的に火が掛けられた竪穴住居や，遺物が破砕されて出土している

状況を勘案すると，当調査区内の竪穴住居跡の検出状況は，牛久市のヤツノ上遺跡や中久喜遺跡などに見られ

るような祭祀行為に関連があると考えられる。当遺跡は，ヤツノ上遺跡や中久喜遺跡の上流域に位置しており，

ほぼ同時期の遺跡であることから，同様な祭祀的な行為が行われたのではないだろうか。ただし，調査区内の

竪穴住居跡から出土した赤彩された杯・椀類は，数量や磨耗の度合いから，祭祀的な意味合いを持つだけでは

なく7），日常汁器としても使用されていたと考えられる8）。

砥石は，4点が出土している。出土した砥石は，すべて凝灰岩製でよく使い込まれている。砥面には細かい

線条痕が観察され，金属製品の研磨を裏付けている。金属製品は，第1号住居跡から出土した鋤先1点だけで

あるが，砥石の使用状況や金属で削られた傷跡が残る砥石転用と考えられる土師器が出土していることから，

ある程度の数量の金属製品が使用されていたと考えられる。

従来，炉に替わって竃が付設されるようになると，古墳時代後期と考えられている。この考えに従えば，当

調査区から検出されている竪穴住居跡にはすべて炉が付設されているため，古墳時代中期に位置付けられる。

また，前述したように須恵器蓋または身を模倣した土師器杯が出土していることを加味すれば，当調査区内に

おける古墳時代の集落は，5世紀後葉の和泉期から鬼高期への過渡期の極めて短期間に営まれた単位集落と考

えられる。

3　中・近世

中・近世の遺構は，掘立柱建物跡，方形竪穴遺構，井戸跡が検出された。第1号掘立柱建物跡は，遺物が出

土していないため，その規模や柱穴の覆土の状況から中世以降の遺構と判断した。北側に近世以降と考えられ

る第1号井戸跡が位置するため，それと同時期の遺構と考えることもできる。その場合，第1号掘立柱建物跡

が居住を目的とした建物跡，第1号井戸跡がそれに付随するものと考えられる。

遺物は，17世紀代から19世紀代の製品と考えられる在地産の土師質土器，瀬戸・美濃系及び肥前系の陶磁器

が出土している。在地産の土師質土器は，調理具である焙烙が出土した遺物の大部分を占めている。陶磁器類

では，染付椀・染付皿の割合が高い。また，当遺跡における江戸時代中頃の陶磁器類は日常雑品に限られ，江

戸府内の遺跡にみられるような，上手物は出土していない。

当調査区内から検出された遺構・遺物や，所在地の字名が「屋敷」であることから，江戸時代中頃，当地は

農民階層の屋敷であった可能性が高い。また，当遺跡の南方約500mには，同時期の遺構と考えられる井戸跡

や土坑・溝跡が検出された樋の沢久保遺跡10）が所在しており，それとの関連も考えられる。

今回の発掘調査時まで，当地には住宅が建てられており，屋敷森であった所からは19世紀以降の製品と考え

られる陶磁器類が多数採集されている。このことは，江戸時代中頃から現代まで当地が宅地として利用されて

いたことを示すものである。
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今回の調査は市ノ台屋敷遺跡全体の一部分にすぎず，古墳時代の遺構はさらに台地上の東方に広がっている

可能性が考えられ，周辺には中・近世の遺跡として周知されている遺跡が点在している。今後，当遺跡周辺の

発掘調査が実施される際には，この調査報告が生かされれば幸いである。最後に発掘現場や整理作業で御指

導・御助言を賜った方々に，改めて感謝の意を表したい。
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